
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月 27日（金）に、300人参加のもと、2026春季生活闘争勝利総決起集会を倉吉体育文化会館駐車場で開催しました。 

主催者を代表して戸羽議長から、物価高騰が続き賃上げの実感が得られない状況を踏まえ、今年の春闘では連合本部方針を上回る賃上

げ 6％以上の要求を掲げたと述べました。実質賃金を回復し、すべての働く人の生活を守るために必要な水準であり、「生活を守る防衛線」

であると強調しました。また、中部地域の中小企業や非正規雇用で働く仲間の厳しい現状に触れ、「大手企業だけで終わらせてはならない」

とし、適正な価格転嫁の実現を求めていく姿勢を示しました。地域全体の底上げに向け、地協としても関係団体への働きかけを進めていくと

述べました。最後に、「こだわろう！くらしの向上。ひろげよう！仲間の輪」のスローガンのもと、仲間とともに粘り強く交渉を進め、2026 春闘を

ともにたたかい抜く決意を呼びかけました。続いて、連合鳥取 盛山 修副会長、立憲民主党鳥取県総支部連合会代表・興治英夫県議会議

員より激励のあいさつをいただきました。その後、ＪＡＭ・山涌さんによる単組決意表明、女性委員会副委員長・吉田さんによる 3.8 国際女性

デーアピール、私鉄総連・大島さんによる総決起集会アピールがそれぞれ提案され、いずれも満場の拍手で採択されました。集会の締めくく

りには、戸羽議長の音頭で「団結がんばろう」を参加者全員で唱和しました。なお、当日は雨天のため予定していたデモ行進は組合員の安

全の為中止とし、前田副議長の音頭でシュプレヒコールを行って終了しました。ご参加いただいた皆さま、誠にありがとうございました。 

 

 

 

改選期となった今総会では、退任する名和前議長が代表し、新役員では米橋新議長が代表して「労働組合の存在意義を知ってもら

い、活動に参画することが結果として自分達の幸せに繋がっていくものである」と挨拶を行い、最後に、団結がんばろーを三唱し定期

総会を無事閉会しました。 
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2月 17日（火）、倉吉体育文化会館にて、連合鳥取中部地協第 1回単組代表者会議を開催しました。冒頭に戸羽議長は第 51回

衆議院選挙の結果に触れたうえで、「いよいよ春闘が本格化している。物価上昇は収まらず、実質賃金は依然として厳しい状況にある。

賃上げこそが最大の投資であり、持続的な成長につながる。一人一人の声を確実に経営側へ届けることが、交渉を前へ進める原動力

になる。」と呼びかけ、労使双方が建設的な議論を進めていく必要性を訴えてあいさつを締めくくりました。続いて、連合鳥取の河村事務

局長からは、春季生活闘争の方針として賃金引き上げをはじめ、物価高騰への対応、働きやすい環境整備など、労働者の基本的な生

活水準を支えるための多面的な取り組みが強調され、組織全体としてその実現に向けた重要性が示されました。その後、連合鳥取推薦

議員の皆さんからの活動報告が行われ、最後は戸羽議長による「団結がんばろう」で締めくくりました。 
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団結がんばろう！ 

参加者による「団結がんばろう」 

戸羽議長のあいさつ 

 

▲山涌さん 

 

▲吉田さん 

 

▲大島さん 

 

戸羽議長あいさつ 

 

春闘方針説明：連合鳥取河村事務局長 


